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川崎市立小学校体育研究会  

川崎市立東小倉小学校  

教諭 内田 達也 

◇第二分科会◇ 

子供の疑問を引き出し、問いづくりを大切にした授業づくり 

～心と体の健康について、課題を見付け、毎日健康で過ごすための方法を考える～ 
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研究の概要 

１．小学校体育研究会研究テーマとそれをもとにした支部のテーマ 

研究領域 

 

 

 

研究テーマと研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

AAR サイクルを通して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Riflection（振り返り） 

めざす子どもの姿 

心と体の健康について、課題を見付け、 

毎日健康で過ごすための方法を考え、学校生活を楽しむ姿。 

 

        中学年  健康な生活 

「体と心を育てる体育学習 めあて学習の充実によって、運動の楽しさを味わえる体育学習をめざして」 

～「気付き・考え・活動する」を通して、誰もが運動の楽しさを味わえる授業づくり～ 

保健 

幸支部が考える保健の楽しさ 
『心と体の健康について知り、課題を見付け、毎日健康で過ごすための方法を考えること。』 

つなぐ（学びをつなぐ） 

・実感の伴った理解につなげる計画 
気付き・問いを大切に実践・計画してい

くことで、楽しめる学習の道筋を子供の

思考に寄り添って考えていく。 

身近に感じられるような資料の提示や提

示の仕方などを考えていく。 

・教師の出番や役割 
 思考を揺さぶる言葉かけ。（問い返し） 

POINT ☆実感の伴った理解 主体的 対話的 深い学び 

関わり（気付き⇒問い⇒解決） 

・教材と 
１実感の伴った理解につなげていくために、知りたい

やってみたいという気付き・問いへつなげていく。 

２課題解決するための資料の提示。 

・友達と自分と 
１友達に目を向けることで、課題を見つけて気付き・

問いにつなげられるようにしていく。 

２友達に目を向けることで、課題の解決につなげる。 

・身の回りの環境と 
 身の回りの環境に目を向けることで、気付き・問

い、よりよい課題の解決につなげていく。 

 

教師の指導と手立て 

Anticipation（見通し・予測） 

★気付き・考える 

問いの設定と課題解決。 

・資料や教具とどのように出会うか 

・単元を貫く問いの設定（学びの方向性） 

Action（行動） 

★活動する 
必要感のある問い・課題になっているのか。 

課題解決できる手立てになっているのか。 

・関わり方（教材、友達、自分、身の回りの環境） 

・みんなで解決方法を探るために 

 

★振り返る 

課題解決できたのか。 

新たな気付きをもとに次時へつなぐ。 

・子供の思考に寄り添って。 

明るい未来

に向かって 

楽しい生活

に向かって 
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２．実践報告 

☆はじめるにあたっての共通理解と方向性 

・実感の伴った理解の捉え 

身近な生活と結びつけて、自己を振り返り、「知りたい、やってみたい」などの思いを引き出し、 

気付きや問いを大切に、子供達が自ら課題解決をする姿 

 

 

 

 
 

・児童と共有したい「健康」 

教師の言葉で 児童の言葉で 
心の調子が良いこと 
ストレスがない 
ストレスをためない 
 

・元気である ・力がみなぎる ・やる気出る ・気分がいい 
・いやなことがあっても頑張れる ・集中できる 
・友達をはげますことができる  ・ストレスがない 

体の調子が良い 
学校での活動にすべて参加できる 

・風邪をひいていない ・けがをしていない 
・痛いところがない  ・元気に体を動かせる 

・学びのサイクル（ＡＡＲ）をえがく単元構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の課題、解決方法を知る 

課題を解決 

次の学びにつなげる 

そもそも健康って何だろう？ 

自分は健康なのかな？ 

健康に生活するためにはどうするとよいのだろう。 

健康には何が関係しているのだろう。 

寝る時間が日によって違うなぁ…。 

暗いところで本を読むことが多いなぁ…。 

保健の学習がスタートするよ！ 「○健 康を○保 つ」ための学習なんだね。 

「健康」ってどんな状態だと思う？ 

教材・友達（アンケート「健康とはどんなことだと思いますか？」結果）・自分 との関わり 

心 体 
心も体も調子のよいことを

「健康」って言うんだね。 

友達（アンケート「健康に過ごせていると思いますか？」結果）・自分 との関わり 

誰にでも健康な時とそうじゃない時が

あるんだね。どうしてかな？ 
何が関係しているのかな？ 

教材・友達・身の回りの環境 との関わり 

毎日の生活の仕方 

身の回りの環境 

自分 との関わり 

健
康
へ
の
気
付
き 
気付き 

課題に気付く 

問いが見つかる 

見通しをもつ 

振り返り 

リズムよい生活 体の清潔 環境を整える 

どんな生活の仕方

がよいのだろう。 

体を清潔に保つには、ど

うすればよいのだろう。 

教室を健康に過ごす

場所にするに、どうす

るとよいのだろう。 

身の回りの環境との関わり 

教材との関わり 友達との関わり 

自分との関わり 

○○に気を付けて生活していこう。 
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☆手立てと振り返り 

・手立て１ 関わりについて探る       ・手立て２ 実感の伴った理解につなげる計画 

●気付き（課題意識・問いの設定・課題解決） ●子供の思考に寄り添った計画 
 

 

⇒１時間目 気付き⇒課題⇒課題解決⇒問い⇒課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⇒2 時間目 問い⇒課題解決⇒気付き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

関わる  先生の体験談 アンケート結果から  自分 友達 身の回りの環境に目を向ける 

気付き 

関わる  そもそも健康とは？健康なことでどんな良さにつながるの？ 自分 友達 教材 

 

 

 

 

 

気付き・課題設定  健康には何が関係しているのだろう？ 

関わる  グループで、健康に過ごすことができている子を資料から探す。 自分 友達 教材  

 

 

 

 

 

気付き   

単元を貫く問い   健康に生活するためにはどのようにするとよいのだろう？ 

課題設定      ①どんな生活の仕方がよいのだろう。 

          ②体の清潔を保つためには、どのようにするとよいのだろう。 

          ③教室を健康に過ごす場所にするために、どうするとよいのだろう。 

健康って、心も関係するのかな？環境も？ 

夢や希望を実現するために必要なんだね！ 

明るい未来を作っていけるんだね！ 

健康ってすごく大切なんだね！大切なことは分かったけど、健康

にはどのようなことが関係しているのだろう？ 

運動をしているよ！ 

なんでそれが健

康と関係してい

ると思ったの？ 手洗いをしているよ！ 

換気をしているよ！ 

健康にはいろいろなことが関係しているみたい！どうしたらいいのかな？ 

だって、手にはバイキンがいろいろとついているって聞いたことあるよ！ 

問い   健康に生活するためにはどのようにするとよいのだろう？ 

関わる  アンケート 自分 友達 教材 

 

課題   ①どんな生活の仕方がよいのだろう。 

関わる  １日の生活の様子を比べる。 自分 友達 教材 

 

 

               

 

気付き  規則正しいリズムのある生活を続けることが 

大切なことに気付き、理解する。 

関わる  規則正しいリズムのある生活について振り返る。  

自分 友達 

寝ているし、運動しているし、食べている

のに元気が出ない日がある！どうして？ どんな生活の仕方がいいのかな？ 

○○さんは早寝早起きをしているよ！ 

あっ！前の日たくさん運動をしている！ 
規則正しいリズム

のある生活が大切

なんだと思う！ 

運動ができていないから、お腹が空かないんだ！それぞれ関わっているぞ！ 

どうしてそれが健康とつながるのかな？ 
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⇒３時間目 問い⇒課題解決⇒気付き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

⇒４時間目 問い⇒課題解決⇒気付き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い   健康に生活するためにはどのようにするとよいのだろう？ 

関わる  体を清潔に保つために普段行っていることを振り返る。       自分 友達 

 

 

関わる  実験を行う。                       自分 友達 教材 

気付き 
 

課題   ②体の清潔を保つためには、どのようにするとよいのだろう。 

関わる  手の洗い方について考える。      自分 友達 教材 

  グループで協力してどのように手を洗えばよいか考える。 

気付き 
 

関わる  その他に清潔に保つとよいものを考える。          自分 友達 教材 

  

 

 

 

気付き  清潔を保つことで病気を防いだり、気持ちよく生活したりできることに気付き、理解する。 

関わる  清潔を保つことについて振り返る。 自分 友達 

食べる前に手を洗っているよ。ばい菌が口に入らないようにするためだよ。 

お風呂で体をきれいにしているよ。さっぱりするから。 

あれっ！さっき洗ったばっかりなのに汚れている

な。どうやって手を洗えばよいのだろう。 

さっきよりきれいになったよ！しっかり石鹸を泡立てて

2 回洗うときれいになったよ。それ以外はどうだろう？ 

ハンカチや服も洗濯してもらってきれいにしているよ。 

１日過ごすだけで、こんなに汚れてしまうんだね。

白くてきれいに見えても毎日替えることが、健康に

過ごすためには大切なんだね。 

どうして清潔にするこ

とが大切なのだろう？ 

問い   健康に生活するためにはどのようにするとよいのだろう？ 

関わる  映像資料 自分の経験から振り返る。            自分 友達 教材 

 

 

 

課題   ③教室を健康に過ごす場所にするために、どうするとよいのだろう。 

関わる  資料をもとに身の回りの環境について考える。 自分 友達 教材 

 

 

 

気付き  身の回りの環境を整えることは健康で気持ちよく過ごすために必要なことに気付き、

理解する。 

関わる  これまでの学習をもとに自分が健康に過ごすためにできる工夫を書く。 自分 教材 

 

 

  

部屋の中に大勢の人がいると息苦しくなってしまうよ。 

閉めきった部屋でストーブをつけていると頭がぼーっとしてしまうことがあるよ。 

教室の明るさも大事じゃないかな。どんな環境がいいのかな？ 

どうして環境が大切なのだろう？ 

教室の明るさはどのくらいがいいのかな？ 

ぼくは、健康になるために、外遊びを増やすよ。 

帰ってきたら、石鹸で手を洗ってハンカチでふくために、ハンカチを忘れないようにするよ。 

窓は、向かい合うようにあけると空気が入れ替わりやすいらしいよ！ 
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・手立て１ 関わりについて探る       ・手立て２ 実感の伴った理解につなげる計画 

●気付き（課題意識・問いの設定・課題解決） ●子供の思考に寄り添った計画 

１時間目 

事前に子供に行ったアンケートを 

もとに、「単元を貫く問い」「課題設 

定」を行い、学習の見通しがもてる 

ようにしていった。 

 右のようなアンケート結果から、 

「そもそも健康って何だろう」とい 

う疑問をもっていることが分かった。 

 そこで、「健康とは、心も体も調 

子がよいこと」ということと、「そ 

もそも健康はなぜ大切なのか」とい 

うことを教科書の表紙のページで確 

認した。 

 新たに子供は、上記の関わりから 

「健康と捉えていることの違い」や 

「健康に過ごすためにしていること 

の違い」から新たに「健康には何が 

関係しているのだろう」という疑問 

（課題）をもった。 

 この課題を解決するために、以下 

の資料からそれぞれが思う健康に過 

ごせている子を探し、そう思う理由 

を友達と意見交換した。 

 

 

 

 

 

 

 

自分では気付けなかったことに、 

友達との関わりを通して気付いたり、 

考えを広げ、深めたりしながら「健 

康には何が関係しているのだろう」 

という課題に迫る姿が見られた。 

これらのことより、「自分はできて 

いるのか」問い返すことで、「健康は 

生活の仕方が関係していること」「体 

を清潔に保つこと」「教室の環境を整 

えること」について、「どうしていく 

ことが良いのか」という疑問が生ま 

れた。このことをもとに「健康に生 

活するためにはどのようにするとよ 

いのだろう」という単元を貫く問い 

が生まれ、解決していくこととした。 

 子供の「疑問を生むための関わり」 

「疑問（課題）を解決するための関 

わり」を大切にしたことで、子供の 

思考に寄り添った計画となり、主体 

的に学習に取り組むきっかけをつく 

ることができた。 
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２時間目 

 １時間目にみんなで作った単元を貫く問い 

「健康に生活するためにはどのようにすると 

よいのだろう」に迫るために、課題「どんな 

生活の仕方がよいのだろう」を解決していく 

ことにした。まず、授業を行うにあたり、以 

下のアンケートを実施した。 

 

  

  

 

 

 

  

  

 
このアンケートをもとに、友達と話し合ったところ、子供たちの中に「運動、食事、休養・睡眠どれもで

きているのに、調子が悪い日がある」「ご飯をたくさん食べているけど元気が出ない日がある」などという

ことに気付いた子がいた。そこで、資料から、健康に過ごすための生活の仕方について探ることにした。資

料や友達との関わりをもとに「運動、食事、休養・睡眠はそれぞれ関わり合っていて規則正しいリズムのあ

る生活が大切」なことに気付くことができた。ここでまた、新たに「運動、食事、休養・睡眠はどのくらい

が適切なのか」という疑問が生まれた。再び、資料や友達との関わりを通して課題を解決していった。 

結果として、自分の生活を振り返り、 

「自分ができること」について考える 

姿が見られ、課題「どんな生活の仕方 

がよいのだろう」に対して実感の伴っ 

た理解ができたと考える。 

 

 

３時間目 

１時間目にみんなで作った単元を貫く問い「健康に生活するためにはどのようにするとよいのだろ

う」に迫るために、課題「体を清潔に保つためには、どのようにすればよいのだろう」を解決してい

った。 

 まず、授業を行うにあたって手洗い実験を実施した。 

５時間目の授業で、昼休みに子供たちは手を洗って教 

室へ戻ってきた。そこで、右のようなキッドを使うと 

汚れが残っていることが分かり、子供たちは「手を洗 

ったはずなのにどうして」という疑問をもつことにつ 

ながった。このことから正しい手の洗い方について友 

達や資料と関わりながら疑問を解決していった。そこ 

で、新たに「体やハンカチ、洋服の正しい洗い方も知 

りたい」という疑問をもった。関わりを通して、解決 

していき、どうして清潔に保つことが健康につながる 

のか考えるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 
結果として、自分の生活を振り返り、「自分ができること」について考える姿が見られ、課題「体を清潔

に保つためには、どのようにすればよいのだろう」に対し実感の伴った理解ができたと考える。 

 

なぜ、体を清潔に保つ必要があるのか 
振り返り 
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４時間目 

１時間目にみんなで作った単元を貫く問い「健康に生活するためにはどのようにするとよいのだろ

う」に迫るために、課題「教室を健康に過ごす場所にするために、どうするとよいのだろう。」を解決

していった。 

子供たちは、経験から「明るさや換気などについて 

適切に保つにはどうすればよいか」疑問をもった。 

そこで、動画や資料をもとに疑問に迫っていった。 

また、なぜそれらのことが健康とつながるかについて 

も考えていった。 

 結果として、環境を適切に保つことが大切なことに 

ついて実感の伴った理解する姿につながった。そして、 

単元を貫く問い「健康に生活するためにはどのように 

するとよいのだろう」に迫っていった。単元の振り返 

りについては以下の通りだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・成果と課題 

 子供の疑問を中心に、学習を展開することで、子供の意欲を引き出すことにつながり、子供は自然

に様々な関りをもち、課題を解決する姿がみられた。子供の思考に寄り添って計画をしていくこと

で、実感の伴った理解につながったと考える。経験を基に、子供のもっているイメージと現実の「ず

れ」をきっかけに、学習を展開していくことは主体的に学習に取り組む手立てとして有効だった。 

 課題としては、疑問や問い、「課題設定」をするために、「課題解決」をするために、友達、資料、

身の回りの環境、自分自身とどのようなタイミングで、どのように関わっていくとよいのか、より子

供の思考の流れに沿って計画していく必要があると感じる。ポイントは、「保健は、将来の明るい未来

を作り出す学習である」、「なぜその行動が健康とつながるのか考える」、「自分の体験や生活と結びつ

ける」という視点を教師と子供が意識して学習を進めていけるようにすることと考える。 
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・手立て３ 教師の出番と役割 

●ファシリテーターとして ●オープンクエスチョン（思考を揺さぶる言葉かけ） 

・成果と課題 

 子供達が自分の言葉で意見を言い合い、大切なことを整理したり、関わりの中から自分の考え方を

広げたり深めたりしていけるように「問い返し」や「言葉かけ」を上記のように工夫していった。   

このことで、子供の思いに寄り添って学習を深め、実感の伴った理解につながっていったと考える。 

 課題としては、問い返しのタイミングや内容などを実態に応じて、考えていく必要があることだ。

「なぜ、どうして、どのように」など、子供達が自身の経験を基に自分の言葉で言語化できるよう

に、子供の思考に寄り添って、考えを広げ、深めるものになるようにしていく必要がある。 

 

３．来年度に向けて 

 子供の「やってみたい」「知りたい」を大切に学習計画を立てていった。まずは、子供が疑問をもつ

ためにどのように資料、友達、自分、身の回りの環境と関わっていくと良いのかを考えた。体験を基

に、子供がもっているイメージと現実の「ずれ」から疑問を引き出していったことで、自分たちに合

った「問い」や「課題」を立てることにつながった。そして、課題を解決するために、どのようにす

れば、望ましい関わりが生れてくるのかを考えた。 

これらのことを通して、自発的に関わりをもつ子供が増え、主体的に学習に取り組む姿が多くみら

れた。 

課題としては、「様々な視点から」という点で、自分の興味関心のあることだけで課題を解決しよう

とする姿が見られた。「様々な視点から」物事を考えられるように、指導者の役割や出番、特に「問い

返しの内容やタイミングについて」検討する必要がある。また、教材や資料など教師が、目的をしっ

かりともち課題解決のための「基にするもの」を精選する必要がある。 

 以上のことより、引き続き、成果と課題をもとに、「子供が明るい未来に向かって、楽しく学び、考

えていける」学習になるように、来年度の研究につなげていく。 

１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 

〇課題設定 

健康って？ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

〇広げる・深めるポイント 

・食事 

⇒バランスよく 

・運動 

⇒適度に 

・睡眠、休養 

⇒適度な 

・体の清潔 

⇒保つために 

・身の回りの環境 

⇒快適に 

POINT 

健康に過ごすために必要な

ことに気付く、理解する。 

健康に過ごす良さについて

気付く、理解する。 

 

 

〇課題設定 

どんな生活の仕方がよ

いのだろう？ 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

〇広げる・深めるポイント 

・運動、食事、休養・睡眠 

⇒バランスよく 

⇒適度に 

 

※以上の規則正しい生活リ

ズムが大切なことに気付く

ようにする。 

POINT 

規則正しい生活リズムとは

どのようなことなのか気付

く、理解する。 

規則正しい生活リズムを大

切にすることが健康とどの

ように関わっているのか気

付く、理解する。 

 

 

〇課題設定 
体を清潔に保つにはどのよ

うにするとよいのだろう？ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

〇広げる・深めるポイント 

・手の清潔 

⇒手の洗い方 

・それ以外の清潔 

⇒何につながるのか 

※以上の清潔が大切なこと

に気付くようにする。 

⇒快適 

POINT 

体を清潔に保つ方法とはど

のようなことなのか気付

く、理解する。 

体を清潔に保つことが健康

とどのように関わっている

のか気付く、理解する。 

 

 

〇課題設定 
教室を健康に過ごす場所に

するために、どうするとよ

いのだろう。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

〇広げる・深めるポイント 

・身の回りの環境 

・明るさ ・換気 

・掃除 など 

⇒快適に 

※疲れやすくなったり、風

邪をひいたりする原因にな

ることに気付くようにす

る。 

POINT 

身の回りの環境を整えると

はどのようなことなのか気

づく理解する。 

身の回りの環境が健康とど

のように関わっているのか

気付く、理解する。 

（課題） 健康には

何が関係している

のだろう？ 

（問い） 健康に生活するためにはどのようにするとよいのだろう？ 

オープンクエスチョン 

普段健康だと思うときある？ 

どんな時そう感じる？ なんでそれは大切かな？ 

普段手をしっかり洗っている？ 

普段健康だと思うときある？ 

どうしてそう思ったの？ 

・・・回答の範囲を制限せず、自由に考えてこたえられる。 
自分の経験や知識をもとに、考える姿勢を大切にしていく。 

健康に過ごすために何が大切？ 


